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Abstract 

Sleep bruxism (SB) is well-known as one of the sleep disorders. Daytime 

electromyogram (EMG) biofeedback (BF) training aimed to regulate awake bruxism 

(AB) was found to be also effective to reduce SB in previous study. This study hence, 

aimed to investigate effect of daytime EMG-BF training on sleep electroencephalogram 

(EEG). Eight male subjects (age: 22.6 ± 0.7 years) were recruited for this study. All 

subjects were diagnosed having SB according to ICSD - 2 criteria and also verified their 

SB status via polysomnogram (PSG) recording for 1 night before actual experiment. 

Subjects were randomly divided into BF group (n = 4) or control (CO) group (n = 4). 

EMG recordings with a portable device and PSG were undertaken for 5 hours in 

daytime and during sleep, respectively. Subjects in both groups were recorded their 

EMGs 4 days in consecutive 3 weeks. Although BF group recognized their EMG 

activities exceeding defined threshold in week 2, no BF signal was received in week 1 

and 3, nor CO group throughout the recording period. EEGs were recorded during sleep 

for both groups. Power spectra of EEG delta band (0.50 - 4.00 Hz) and alpha band (8.00 

- 13.00 Hz) were analyzed by fast Fourier transform. In BF group, alpha band power 

decreased and delta band power increased in week 2 and 3 compared with those in week 

1.  

With limitation of study design, it can be concluded that daytime EMG-BF training may 

help to improve quality of sleep. 

 

 

Key words: bruxism, clenching, portable electromyographic device, biofeedback,   

cognitive behavioral therapy 
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要旨 

 

 睡眠時ブラキシズム(Sleep Bruxism: SB)は睡眠障害の一環とされている．日中の咀嚼筋

筋電図バイオフィードバック（Electromyogram Biofeedback： BF）訓練が覚醒時ブラキ

シズム（Awake Bruxism: AB）および SB に抑制効果を与えることが報告されている．AB

に対する BF 訓練が，夜間睡眠時の脳波に及ぼす影響を調べる目的で本実験を行った．成人

男性 8 名(22.6±0.7 歳)を被験者として選択した．被験者は ICSD-2 の基準に従い SB を行

っていることを診断した．また，実験開始前に夜間睡眠時ポリソムノグラフ(PSG)にて SB

の状態を確認した．BF 群(n = 4)とコントロール（CO）群(n = 4)にランダムに振り分けた．

携帯型の装置を用いた筋電図(Electromyogram: EMG)記録および PSG はそれぞれ５時間

の記録が残るようにし，これらの記録を連続する３週間の日中と夜間睡眠時に行った．BF

訓練は week２の連続した日中の２日間に閾値以上の筋活動を検出した際に電子音が鳴る

よう設定した． week１と week３および CO 群では電子音は鳴らないようにした．両群と

も睡眠中に脳波測定を行った．得られたデータから高速フーリエ変換し，睡眠中の脳波デ

ータからδ波，α波の含有率を算出した． BF 群では 1 週目に比べ２，３週目ではδ波の

増加傾向とα波の減少傾向が確認できた．  

以上の結果から，BF 訓練により睡眠の質が改善されている可能性が示唆された． 

 

 

牽引用語：ブラキシズム，クレンチング，携帯型筋電計，バイオフィードバック，  

認知行動療法 

 



3 
 

緒 言  

近 年 ， 顎 関 節 症 の 発 症 原 因 を 含 め 顎 口 腔

系 へ の 数 々 の 弊 害 と し て ブ ラ キ シ ズ ム の

関 与 が 報 告 さ れ て い る 1 - 4 ) ． 現 在 ， ブ ラ キ

シ ズ ム は ， 覚 醒 時 ブ ラ キ シ ズ ム （  A w a k e  

B r u x i s m :  以 下 A B ）お よ び 睡 眠 時 ブ ラ キ シ

ズ ム (  S l e e p  B r u x i s m :  以 下 S B )  に 大 別 さ

れ て い る 5 - 7 ) ．  

こ れ ま で ブ ラ キ シ ズ ム を 抑 制 す る 目 的

で ，ス プ リ ン ト 療 法 8 - 1 0 ），薬 物 療 法  1 1 , 1 2 ）

な ど が 行 わ れ て き た ． こ れ ら の 方 法 に は 短

期 的 な 効 果 が 報 告 さ れ て い る も の の ， 治 療

法 と し て ， 有 効 性 が 十 分 に 認 め ら れ て い る

と は い え な い の が 現 状 で あ る ． 本 分 野 で は ，

日 常 生 活 環 境 下 に お い て 筋 電 図

(  E l e c t r o m y o g r a m :  以 下 E M G ) 測 定 お よ び

筋 電 図 バ イ オ フ ィ ー ド バ ッ ク ( B i o  

f e e d b a c k :  以 下 B F ) 訓 練 が 可 能 と な る よ う

開 発 さ れ た B F 装 置 1 3 ）を 改 良 し た 装 置 1 4 ）

を 用 い ， 認 知 行 動 療 法 の 一 つ で あ る ， E M G
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を 用 い た B F 訓 練 を ， い く つ か 紹 介 し ， 一

定 の ブ ラ キ シ ズ ム 抑 制 効 果 を 得 て ， 発 表 を

行 っ て き た 1 5 - 1 8 ) ．  B F 訓 練 は A B に 相 当

す る 日 中 の ク レ ン チ ン グ を 対 象 と し て お

り ， 診 療 室 や 実 験 室 な ど の 日 常 生 活 環 境 下

で 行 い ，  A B に 対 す る B F 訓 練 の 有 効 性 の

報 告 1 5 ) や ， A B に 対 す る B F 訓 練 が ， S B に

対 し て も 抑 制 効 果 が あ る こ と 1 8 ) を 報 告 し

て き た ． こ れ ら の 研 究 結 果 か ら ， B F 訓 練

の 有 効 性 と ブ ラ キ シ ズ ム 抑 制 に 中 枢 系 の

バ イ オ フ ィ ー ド バ ッ ク ル ー プ が 関 与 し て

い る こ と が 推 察 さ れ て い る ．  

こ れ ま で ブ ラ キ シ ズ ム 発 生 機 序 の 解 明

お よ び 生 理 学 的 現 象 把 握 の た め に 様 々 な

ア プ ロ ー チ が な さ れ て き た ． な か で も ，  

S B は P o l y s o m n o g r a m  ( 以 下 P S G ) 1 9 - 2 4 ) を

用 い た 研 究 に よ り ， 筋 活 動 と 脳 波 の 関 連 に

特 徴 的 な 傾 向 が 報 告 さ れ て お り ， S B 発 生

に 伴 い ， 一 過 性 の 覚 醒 や 心 拍 数 の 上 昇 を 認

め る 2 0 , 2 5 ) こ と が ， 脳 波 等 の 解 析 結 果 に 基
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づ く 実 験 か ら 明 ら か に な っ て い る ． ま た ，

S m i t h ら 2 6 ) は ， ブ ラ キ シ ズ ム を 習 癖 と す

る 顎 関 節 症 患 者 を 対 象 と し た 睡 眠 質 問 票

検 査 に お い て ，「 睡 眠 の 質 の 低 下 」 を 示 す

主 観 的 数 値 が 基 準 値 を 超 え て い る 事 を 報

告 し て い る ． こ れ ら の こ と は ， 睡 眠 医 学 領

域 に お い て ， S B が 睡 眠 障 害 に 属 す る 6 ） こ

と の 証 佐 で あ る と 言 え る ． 以 上 の こ と か ら ，

B F 訓 練 が S B の 抑 制 に 加 え ，睡 眠 の 質 に 影

響 を 及 ぼ す 可 能 性 が 考 え ら れ る こ と か ら ，

日 中 の B F 訓 練 に よ る 夜 間 睡 眠 時 の 脳 波 の

変 化 を 解 析 し た 。  
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材 料 と 方 法  

１ ． 被 験 者  

 ア メ リ カ 睡 眠 医 学 会 の 睡 眠 障 害 国 際 分

類 6 ) を 基 に ア ン ケ ー ト を 作 成 し ， 大 学 生

1 4 5 名 に 配 布 し た ， 回 答 を 得 ら れ た 1 2 2 名

の 中 か ら 適 格 基 準 １ と し て 起 床 時 の 咀 嚼

筋 痛 な い し 不 快 感 を 抱 く ， も し く は S B の

自 覚 な い し 過 去 に 指 摘 を 受 け た こ と が あ

る ， と い う 条 件 を 満 た し た 5 5 名 を 選 択 し

た ． 選 択 し た 5 5 名 の 臨 床 所 見 を 確 認 し ，

適 格 基 準 ２ と 照 合 し た ． 適 格 基 準 ２ と し て ，

以 下 に 示 す 項 目 に 一 つ 以 上 該 当 す る こ と

と し た ． ① 頬 粘 膜 も し く は 舌 に 圧 痕 を 認 め

る ． ② 咬 筋 肥 大 を 認 め る ． ③ 骨 隆 起 を 認 め

る ． ④ 下 顎 前 歯 部 切 縁 に ， 咬 耗 に よ る 象 牙

質 の 露 出 が 線 状 を 超 え た 範 囲 で 認 め ら れ

る ． 以 上 の 項 目 に 一 つ で も 該 当 す る こ と と

し た 1 8 ）．  

除 外 基 準 を 以 下 に 示 す 項 目 に 一 つ で も

該 当 す る 場 合 と し た 1 8 ) ． ① 可 撤 性 義 歯 を
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装 着 し て い る ． ② 臼 歯 部 の 咬 合 支 持 域 が な

い ． ③ 実 験 開 始 日 か ら さ か の ぼ り ， 過 去 １

か 月 以 内 に 抗 炎 症 薬 あ る い は 筋 弛 緩 薬 を

服 用 し た ． ④ 重 度 の 歯 周 疾 患 に 罹 患 し て い

る ．  

こ れ ら の 条 件 を 満 た し た 2 1 名 に 対 し ，

実 験 の 詳 細 を 説 明 し ， 同 意 を 得 ら れ た 者 に

対 し S B 発 現 の 確 認 と 初 夜 効 果 の 影 響 を 排

除 す る た め に ， マ ル チ テ レ メ ー タ ー シ ス テ

ム (  W E B - 5 0 0 0 ， 日 本 光 電 工 業 株 式 会 社 ，

東 京 ) を 用 い て ，夜 間 の P S G 測 定 を 行 っ た ．

L a v i g n e ら の 基 準 1 9 ) に 従 い S B 発 現 を 確 認

で き た 健 康 な 成 人 男 性 ８ 名（ 平 均 年 齢 2 2 . 6  

±  0 . 7 歳 ） を 最 終 的 に 本 研 究 の 被 験 者 と し

て 選 択 し た (  F i g  1 ) ．   

な お ， 本 研 究 は 明 海 大 学 歯 学 部 倫 理 委 員

会 の 承 認 を 得 て お り (  N o . A 1 4 0 4 ) ， 実 験 の

主 旨 を 各 被 験 者 に 説 明 し ， 同 意 書 に 署 名 を

受 け て 実 施 し た ．  
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２ ． 実 験 ス ケ ジ ュ ー ル  

 被 験 者 を B F 群 と コ ン ト ロ ー ル ( 以 下 C O )

群 に 振 り 分 け ， そ れ ぞ れ ３ 週 連 続 で 日 中 の

E M G 測 定 お よ び 夜 間 の P S G 測 定 を 行 っ た

( F i g  1 ) ．  B F 群 は １ 週 目 の 測 定 で は ベ ー

ス ラ イ ン デ ー タ を 記 録 し た ．  日 中 の E M G

測 定 と 夜 間 の P S G 測 定 を 行 い ， 得 ら れ た

ベ ー ス ラ イ ン デ ー タ か ら ， W a t a n a b e ら の

方 法 1 6 ) に 準 じ て ， B F 訓 練 時 に 必 要 と な る

個 人 ご と の 閾 値 を 設 定 し た ．  ２ 週 目 の 日

中 に B F 訓 練 を ２ 日 間 連 続 で 行 い ， 夜 間 睡

眠 時 に は P S G 測 定 の み を 行 っ た ． ３ 週 目

に は E M G 測 定 を 日 中 お よ び 夜 間 睡 眠 時 に

行 っ た ． B F 訓 練 で は 閾 値 を 超 え た 筋 電 図

波 形 が 認 識 さ れ た 場 合 に ， 本 体 か ら 音 信 号

が 鳴 り ， 本 人 に そ の 行 動 を 認 識 さ せ る 聴 覚

バ イ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 っ た ．  C O 群 は ， 

２ 週 目 の 日 中 に B F 訓 練 を 行 わ ず ， E M G 測

定 の み 実 施 し た 以 外 は ， B F 群 と 同 様 の ス

ケ ジ ュ ー ル で 測 定 を 行 っ た ( F i g  1 ) ．   
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３ ． 記 録 装 置 お よ び 記 録 条 件  

 夜 間 の 測 定 に は ， P S G 装 置 と し て マ ル チ

テ レ メ ー タ ー シ ス テ ム ( W E B - 5 0 0 0 ， 日 本 光

電 工 業 株 式 会 社 ， 東 京 ) を 用 い た ( F i g  2 ) ．

脳 波 測 定 で は 国 際 1 0 － 2 0 法 の 電 極 貼 付 位

置 に 基 づ き C 3 - A 2 ,  O 2 - A 1 に 電 極 を 貼 付 し

記 録 し た ( F i g  3 ) ． 筋 電 図 測 定 に は ， 睡 眠

段 階 の 判 定 と ブ ラ キ シ ズ ム イ ベ ン ト の 確

認 の た め に 顎 二 腹 筋 ， 側 頭 筋 を 測 定 対 象 と

し た ． さ ら に ， 心 電 図 ， 眼 電 図 ， 体 動 ， 呼

吸 ， S p O 2 の 測 定 ， 音 声 録 音 お よ び ビ デ オ

撮 影 を 行 っ た ． ま た ， 同 時 に B F 装 置 に よ

る 側 頭 筋 E M G 測 定 も 行 っ た ．  

日 中 の E M G 測 定 お よ び B F 訓 練 に は ，

日 常 生 活 環 境 下 で 日 中 に E M G 測 定 が 可 能

と な る よ う に 開 発 さ れ た B F 装 置 1 4 ） を 使

用 し ， 昼 食 を は さ む よ う 午 前 1 1 時 か ら 午

後 ５ 時 ま で を 測 定 時 間 と し ， 昼 食 中 お よ び

ア ー チ フ ァ ク ト の E M G を 除 い て も ５ 時 間
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の E M G 記 録 が 確 保 で き る よ う 設 定 し た ．  

 本 装 置 は 大 き さ が 縦 ６ m m ， 横 2 5 m m ， 重

さ が 本 体 1 5 g ， 電 極 ６ g の 補 聴 器 の 形 状 を

し た 小 型 か つ 軽 量 な 耳 か け 式 ( F i g  4 ) で あ

り ， 外 観 に 触 れ に く い 設 計 で あ る ( F i g .  5  

a ) ． ま た ， 連 続 ９ 時 間 の 記 録 が 可 能 で あ る

こ と か ら ， 日 常 生 活 環 境 下 に お い て 行 動 範

囲 を 規 制 せ ず に 無 拘 束 で 長 時 間 の E M G 測

定 が 可 能 で あ る ．  

 問 診 に て 確 認 し た 主 咀 嚼 側 の 側 頭 筋 前

部 筋 束 を 測 定 部 位 と し た ． 被 験 者 に タ ッ ピ

ン グ を 行 わ せ ， 筋 の 収 縮 が 触 知 可 能 な 可 及

的 前 縁 部 か つ 頭 髪 に 触 れ な い 部 位 を 電 極

貼 付 部 位 と し た ． 直 径 ５ m m の A g - A g C l 表

面 電 極 を 電 極 中 心 間 距 離 2 0 m m に 固 定 し

た 双 極 電 極 ユ ニ ッ ト を 測 定 部 位 に ( F i g  5 b ) ，

不 関 電 極 を 耳 朶 裏 面 に 貼 付 し ， 双 極 誘 導 法

で E M G を 導 出 し た ． 関 電 極 間 に は イ ン ピ

ー ダ ン ス 変 換 用 の I C チ ッ プ を 組 み 込 み ，

プ リ ア ン プ ま で の ケ ー ブ ル か ら 混 入 す る
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ノ イ ズ の 影 響 が 抑 え ら れ る よ う 配 慮 さ れ

て い る 2 7 ) ． 電 極 の 貼 付 に 際 し て は ， 測 定

部 を 皮 膚 の 接 触 抵 抗 を 下 げ る 目 的 で 皮 膚

前 処 理 剤 ( ス キ ン ピ ュ ア ， 日 本 光 電 工 業 株

式 会 社 ， 東 京 ) に て 処 理 後 ， ア ル コ ー ル 綿

で 清 拭 し ， 表 面 電 極 に 電 極 糊 を 塗 布 し ， 電

極 カ ラ ー 部 に 両 面 テ ー プ を 貼 り 測 定 部 皮

膚 に 固 定 し た ( F i g  6 ) ．  

 E M G 解 析 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン と し て ，

記 録 開 始 前 に 最 大 咬 合 力 に て ３ 秒 間 の 咬

み し め を ３ 回 行 わ せ ， そ の 平 均 筋 活 動 量 を

最 大 咬 合 力 ( 1 0 0 %  m a x i m u m  v o l u n t a r y  

c o n t r a c t i o n ;  以 下 1 0 0 % M V C ) 時 の 筋 活 動

量 と し た ． な お ， 筋 疲 労 の 影 響 を 考 慮 し 各

施 行 間 に 3 0 秒 の イ ン タ ー バ ル を 設 け た ．

得 ら れ た E M G の 測 定 結 果 を 相 対 的 な 筋 活

動 量 ( % M V C ) で 評 価 し た （ F i g 7 ）．   

 測 定 中 の 注 意 事 項 と し て は ， 洗 顔 な ど 電

極 ユ ニ ッ ト や 装 置 本 体 に 水 が か か る よ う

な 行 為 を 避 け る よ う 注 意 し た 以 外 は ， 普 段
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通 り の 生 活 を 行 う よ う 指 示 し た ．  

  

４ . 閾 値 設 定  

W a t a n a b e ら の 方 法 1 6 ) に 準 じ て ，筋 活 動

量 ( % M V C ) と 持 続 時 間 の 組 み 合 わ せ に よ り

決 定 し ， 非 機 能 運 動 時 の み を イ ベ ン ト と し

て 抽 出 で き る よ う ， 最 も 特 異 度 の 高 い 閾 値

を 被 験 者 ご と に 設 定 し た ．  

例 え ば ， 機 能 運 動 時 と 非 機 能 運 動 時 の 波

形 で ， 2 0 % M V C で 持 続 時 間 １ 秒 組 み 合 わ せ

の 閾 値 を 設 定 す る と ， 機 能 運 動 時 の 波 形 に

お い て 2 0 % M V C を 越 え 持 続 時 間 １ 秒 以 上

の イ ベ ン ト は 検 出 さ れ な い ( F i g 8  a ) ．一 方 ，

非 機 能 運 動 時 の 波 形 で は 閾 値 以 上 の イ ベ

ン ト が 検 出 さ れ る ( F i g  8 b ) ． 筋 活 動 量 と 持

続 時 間 の 組 み 合 わ せ の 中 で ， 得 意 度 が

1 0 0 % と な る 組 み 合 わ せ の う ち ， 感 度 が 最

も 高 く な る 閾 値 を 最 初 の 測 定 日 の 波 形 ( ベ

ー ス ラ イ ン デ ー タ ) よ り 求 め ， 被 験 者 ご と

に 設 定 し た ．   
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５ ． デ ー タ 解 析  

 脳 波 の 解 析 で は ， 入 眠 か ら ５ 時 間 を 対 象

と し た ． 多 用 途 生 体 情 報 解 析 プ ロ グ ラ ム

( B I M U T A S Ⅱ ， キ ッ セ イ コ ム テ ッ ク 株 式 会

社 ， 長 野 ) を 用 い ， 高 速 フ ー リ エ 変 換 に よ

り パ ワ ー ス ペ ク ト ル 解 析 を 行 い ， δ 波 ( 0 . 5  

~  ４ H z ) ， θ 波 ( ４  ~  ８ H z ) ， α 波 ( ８  ~  

1 3 H z ) ， σ 波 ( 1 2 . 7 5  ~  1 5 H z ) ， l o w  β 波 ( 1 3  

~  2 2 H z ) ， h i g h  β 波 ( 2 2  ~  3 2 H z ) そ れ ぞ れ

の 含 有 率 を 算 出 し た ． α 波 お よ び δ 波 に 関

し て １ ~ ３ 週 の 推 移 を 検 討 し た ．  

E M G 解 析 で は ， 専 用 の ソ フ ト ウ エ ア

( A C E M G ， ヴ ェ ガ シ ス テ ム ズ 社 ，  東 京 ) を

用 い 日 中 の ５ 時 間 の E M G 記 録 を 全 波 整 流

お よ び 実 効 値 変 換 を 行 っ た ． 各 被 験 者 の ベ

ー ス ラ イ ン デ ー タ か ら 設 定 さ れ た 閾 値 に

基 づ い て イ ベ ン ト 数 を 検 出 し た 2 8 - 3 0 ) ．  

 な お ， B F 群 の ２ 週 目 は ， ２ 日 目 の デ ー

タ を 対 象 と し た 1 8 ) ．  
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６ ． ピ ッ ツ バ ー グ 睡 眠 質 問 票 お よ び

M a n i f e s t  A n x i e t y  S c a l e  

 B F 訓 練 に よ る 影 響 に つ い て 主 観 的 な 評

価 を 行 う た め に ， 実 験 開 始 前 後 に ２ 種 類 の

自 己 記 入 式 質 問 票 を 実 施 し た ． 睡 眠 の 質 を

評 価 す る た め に ピ ッ ツ バ ー グ 睡 眠 質 問 票

( T h e  P i t t s b u r g h  S l e e p  Q u a l i t y  I n d e x  :  

以 下 P S Q I ) を 使 用 し た ． ま た ， 心 理 状 態 の

確 認 と し て 不 安 傾 向 を 評 価 す る M a n i f e s t  

A n x i e t y  S c a l e  ( 以 下 M A S ) を 使 用 し た ．   

 

７ ． 統 計 処 理  

3 週 間 の 実 験 か ら 得 ら れ た S B イ ベ ン ト

数 ， δ 波 ， α 波 に 対 し て ，

T w o - w a y - r e p e a t e d  m e a s u r e s  A N O V A お よ

び ， p o s t - h o c  t e s t と し て T u k e y  の H S D

検 定 を 行 っ た .  

 B F 訓 練 が 睡 眠 の 質 に 対 す る 被 験 者 本 人

の 主 観 的 評 価 の 影 響 を 検 討 す る た め ， 質 問

票 の 結 果 に 対 し カ イ 二 乗 検 定 を 行 っ た ．  
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結 果  

１ ． E M G 解 析  

 個 人 ご と の S B の イ ベ ン ト 数 の 推 移 と そ

の 平 均 を F i g  9 ,  1 0 に 示 す ．  

 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ な い も の

の ， B F 群 ４ 名 全 員 が W e e k ２ ,  ３ に お い て

S B イ ベ ン ト 数 は 減 少 し て い た ． 一 方 ， C O

群 に お い て は ２ 名 が 減 少 し ， ２ 名 は 増 加 と

減 少 の 混 在 す る 変 化 を 示 し ， 一 定 の 傾 向 は

認 め ら れ な か っ た ．  

２ ． 脳 波 解 析  

 個 人 ご と の δ 波 お よ び α 波 に 対 し ベ ー

ス ラ イ ン デ ー タ と な る １ 週 目 の デ ー タ を

1 0 0 ％ と し ， 正 規 化 し た 相 対 値 の 推 移 を

F i g  1 1  ~  1 4 に 示 す ．   

 １ ） δ 波 の 推 移  

 B F 群 に お い て は ， １ 週 目 に 比 較 し ， ２

週 目 で は δ 波 の 増 加 傾 向 が 認 め ら れ た も

の の ， 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ

た ． ま た ， １ 週 目 に 比 較 し ， ３ 週 目 で は 有
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意 な 増 加 を 認 め た ( p < 0 . 0 5 ) ． ２ 週 目 ， ３ 週

目 の 間 に １ 週 目 と 比 較 し 値 が 減 少 し た 被

験 者 は お ら ず 全 て の 被 験 者 に お い て B F 訓

練 後 に δ 波 の 増 加 を 認 め た ( F i g  1 1 ) ．  

 C O 群 に お い て は ， い ず れ の 週 に も 統 計

学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ ず ， B F 群 の よ う

に 全 被 験 者 に 共 通 す る 一 定 の 傾 向 は 認 め

ら れ な か っ た ( F i g  1 2 ) ．  

 ２ ） α 波 の 推 移  

 B F 群 に お い て １ 週 目 に 比 較 し ， ２ 週 目 ，

３ 週 目 に お い て 有 意 な 減 少 を 認 め

( p < 0 . 0 5 ) ， 全 て の 被 験 者 に お い て B F 訓 練

後 に α 波 が 減 少 し た ( F i g  1 3 ) ．  

 C O 群 に お い て は ， 値 の ば ら つ き が み ら

れ ， 一 定 の 傾 向 は 示 さ な か っ た ( F i g  1 4 ) ． 

３ ． P S Q I  

 P S Q I の 評 価 マ ニ ュ ア ル に 従 い 睡 眠 障 害

あ り と 判 定 さ れ る ス コ ア 5 . 5 を カ ッ ト オ

フ 値 に 設 定 し た ． 個 人 ご と の 値 と 両 群 の 平

均 値 を F i g  1 5 ,  1 6 に 示 す ． B F 群 で は ， 睡
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眠 障 害 群 は 実 験 開 始 前 に は ３ 名 で あ り ， 実

験 終 了 後 に は １ 名 と な っ た ( F i g  1 5 ) ． C O

群 で は ， 睡 眠 障 害 群 は 実 験 開 始 前 で は １ 名

で あ り ， 実 験 終 了 後 で は ２ 名 で あ っ た ( F i g  

1 6 ) ． ま た ， B F 群 で は 実 験 開 始 前 と 終 了 後

に お い て ス コ ア の 減 少 傾 向 が 認 め ら れ た ． 

ま た ， F i s h e r の 直 接 確 率 計 算 の 結 果 ，

B F 群 と C O 群 に お い て B F 訓 練 前 後 で 有 意

差 は 認 め ら れ な か っ た ．  

４ ． M A S  

 全 被 験 者 か ら 得 ら れ た M A S の 平 均 値 を

F i g  1 7 ,  1 8 に 示 す ． 評 価 マ ニ ュ ア ル に 従 い

不 安 傾 向 あ り と 判 定 す る カ ッ ト オ フ 値 を

2 3 に 設 定 し た ． 全 被 験 者 の な か で 実 験 開

始 前 に 不 安 傾 向 を 示 し た 者 は ８ 名 中 ６ 名

で あ り ， 実 験 終 了 時 に は ４ 名 へ と 減 少 し た ．

全 て の 被 験 者 の 中 で 値 が 大 き く 増 減 し た

被 験 者 は お ら ず ，B F 群 ( F i g  1 7 ) ，C O 群 ( F i g  

1 8 ) と も B F 訓 練 前 後 で 有 意 な 変 化 は 認 め

ら れ な か っ た ．   
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考 察  

１ ． 背 景 に つ い て  

ブ ラ キ シ ズ ム は 顎 関 節 症 発 症 の 原 因 を 含

め ， 補 綴 装 置 ， 歯 周 組 織 ， 歯 な ど の 顎 口 腔

系 へ 弊 害 を も た ら す 3 1 ）． ブ ラ キ シ ズ ム は

夜 間 の グ ラ イ ン デ ィ ン グ に 代 表 さ れ る S B

と , 日 中 の ク レ ン チ ン グ な ど に 代 表 さ れ る

A B に 大 別 さ れ て い る 6 , 7 ) ． 近 年 ， P S G を

用 い た 研 究 に よ り ， 睡 眠 中 の 筋 活 動 と 脳 波

の 関 連 に 特 徴 的 な 傾 向 が あ る こ と が 報 告

さ れ て い る 1 9 ,  2 2 ,  2 3 ,  2 6 ,  3 2 - 3 7 ) ．  S B が

微 小 覚 醒 に 伴 っ て 発 生 す る と い う 報 告 2 0 ,  

3 6 ） が あ る ． 微 小 覚 醒 は 睡 眠 中 に ３ ~ 1 0 秒

の 脳 波 上 で み ら れ る 覚 醒 状 態 で あ り ， S B

発 現 の 数 秒 前 に 生 じ る こ と が 知 ら れ て い

る ． こ の よ う な こ と か ら ，  S B は 睡 眠 関 連

疾 患 の 睡 眠 関 連 運 動 異 常 症 と し て 分 類 さ

れ て い る 6 ) ．   

こ れ ま で ， ブ ラ キ シ ズ ム を 抑 制 す る 目 的

で さ ま ざ ま な ア プ ロ ー チ が な さ れ て き た 8 ,  
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1 0 , 1 3 - 1 7 , 3 8 - 4 0 ）． し か し ， 治 療 法 と し て い ま

だ に 確 立 さ れ て い る も の は な い ． そ の 理 由

の 一 つ と し て ， ブ ラ キ シ ズ ム 発 症 の 原 因 が

解 明 さ れ て い な い こ と に あ る と 考 え ら れ

る ． ス ト レ ス な ど の 社 会 関 連 因 子 4 1 ,  4 2 ）

や 遺 伝 因 子 4 3 ） な ど 多 様 な 因 子 が ブ ラ キ シ

ズ ム 発 症 に 関 連 し て い る と の 報 告 が あ る

が ， い ま だ ブ ラ キ シ ズ ム 発 症 解 明 に は 至 っ

て い な い ． し か し ， 近 年 ， N I R S や f M R I

を 用 い た 研 究 4 4 - 4 6 ）に よ り 中 枢 系 の 関 与 を

支 持 す る 報 告 が な さ れ て い る ． 本 分 野 で 行

っ て い る B F 訓 練 は 音 刺 激 に よ る 聴 覚 フ ィ

ー ド バ ッ ク で あ り ， 中 枢 に 対 す る 学 習 効 果

を 利 用 し た 認 知 行 動 療 法 の 一 つ で あ る ． 日

中 の A B を 対 象 と し た B F 訓 練 が A B に 対 す

る 有 効 性 1 5 ) の み な ら ず ，  S B の 減 少 に も

効 果 が あ る こ と 1 8 ) が 分 か っ て い る ． 訓 練

１ か 月 後 に お け る B F 訓 練 効 果 が 持 続 し て

い る こ と 4 7 ) か ら ， 中 枢 に お け る バ イ オ フ

ィ ー ド バ ッ ク ル ー プ の 関 与 が 考 え ら れ て
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い る も の の ， 詳 細 は 解 明 さ れ て い な い ． 前

述 の よ う に ， S B は 睡 眠 関 連 運 動 異 常 症 で

あ り ， S B の 減 少 は 中 枢 系 に 何 ら か の 影 響

が 与 え た 結 果 生 じ た 現 象 の 一 つ と 考 え ら

れ た ． 即 ち S B の 減 少 は ， 睡 眠 状 態 の 変 化

の 結 果 で あ る こ と が 考 え ら れ る ． そ こ で 日

中 に B F 訓 練 を 行 う こ と が ， 睡 眠 の 質 に 変

化 を 及 ぼ す の で は な い か と い う 仮 説 の も

と ， 脳 波 を パ ラ メ ー タ ー と し た 解 析 を 本 研

究 で 実 施 し た ．  

 

２ ． 実 験 条 件 に つ い て  

１ ） 被 験 者 に つ い て  

被 験 者 は 一 般 の 大 学 生 で あ り ， ブ ラ キ シ

ズ ム に よ り 生 じ う る 歯 科 的 な い し は 睡 眠

医 学 的 障 害 や 弊 害 に 関 す る 専 門 知 識 を も

た な い 集 団 で あ る ． し た が っ て 研 究 実 施 に

際 し ， 潜 入 観 念 は な か っ た と 考 え ら れ る ．

本 研 究 で 対 象 と な っ た 被 験 者 は ， P S G 測 定

に よ り S B 発 現 を 客 観 的 に 確 認 し て お り 本
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実 験 に お け る 被 験 者 と し て 適 切 で あ る と

考 え る ． ま た ， こ の 最 初 の 記 録 は 解 析 対 象

か ら 除 外 し て お り ， 初 め て セ ン サ ー を 装 着

す る こ と で 結 果 に 影 響 を き た す 「 初 夜 効 果 」

を 排 除 し た ． 今 回 の 被 験 者 は 重 篤 な 筋 症 状

を 訴 え て い な い 集 団 で あ る ． ど の よ う な ，

ま た ， ど の 程 度 の 症 状 に B F 訓 練 効 果 が あ

る の か は 不 明 で あ る ． 今 後 ， 症 状 の 程 度 と

B F 訓 練 効 果 の 検 証 も 検 討 課 題 の 一 つ と 考

え る ．   

２ ） ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て  

今 回 の 実 験 ス ケ ジ ュ ー ル は S a t o ら 1 8 ) の

報 告 に 基 づ い て 行 っ た ． 本 実 験 に お い て ，

統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た が ，

日 中 の B F 訓 練 に よ り S B イ ベ ン ト 数 の 減

少 傾 向 が 確 認 で き た こ と か ら ， B F 訓 練 を

行 う 上 で の ス ケ ジ ュ ー ル は 妥 当 で あ っ た

と 思 わ れ る ．  

３ ） 測 定 部 位 に つ い て  

測 定 部 位 は S B と 脳 波 の 関 係 性 を 研 究 し
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て い る 先 行 研 究 3 6 , 3 7 ) に 基 づ き C 3 - A 2 ,  

O 2 - A 1 と し た ．  

主 咀 嚼 側 の 側 頭 筋 前 部 筋 束 を 対 象 に

E M G 測 定 を 行 っ た ． 一 般 的 に は 閉 口 筋 の

中 で 筋 収 縮 力 が 一 番 大 き い 咬 筋 な い し は

咬 筋 と 側 頭 筋 を 対 象 と す る 報 告 が 多 い ． 側

頭 筋 と 咬 筋 は 共 に 閉 口 筋 で あ り ， 顎 運 動 の

際 に 協 働 的 に 作 用 し て い る こ と が 報 告 さ

れ て い る 4 8 ) ． ブ ラ キ シ ズ ム 時 に は ， 同 期

し た 筋 活 動 を 行 う こ と か ら ， 側 頭 筋 を 単 独

で 被 験 筋 と し て も 本 研 究 の 目 的 を 検 証 す

る う え で 大 き な 問 題 は な い と 考 え る ． ま た ，

ま ば た き 等 で ア ー チ フ ァ ク ト が 混 入 す る

こ と も 考 え ら れ る が ， E M G 持 続 時 間 を １

秒 以 上 に 設 定 し た イ ベ ン ト 解 析 を 実 施 し

た こ と か ら ， そ の 影 響 は 無 視 で き る も の と

考 え る ． 本 研 究 で 使 用 し た 携 帯 型 筋 電 計 は

外 観 に 触 れ に く く ， 日 常 生 活 環 境 下 で の

B F 訓 練 お よ び E M G 測 定 を 行 え る と い う 点

が 大 き な 特 徴 の 一 つ で あ る ． 測 定 時 に 電 極
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ユ ニ ッ ト が 外 観 に 触 れ に く く ， 日 常 生 活 に

支 障 を き た す 懸 念 が 少 な い と い っ た 測 定

条 件 を 考 慮 し ， 側 頭 筋 前 部 筋 束 を 選 択 し た

こ と は ， 妥 当 で あ っ た と 思 わ れ る ．   

 

３ ． 脳 波 お よ び 筋 電 図 波 形 に つ い て  

夜 間 に P S G を 用 い サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を

1 0 0 0 H z と し て E M G 測 定 を 行 っ た が ，日 中

で は 1 6 H z の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 と し て

B F 装 置 で 測 定 を 行 っ た ． 条 件 を 揃 え る た

め に S B イ ベ ン ト 数 の 解 析 に は B F 装 置 で

測 定 し た E M G 波 形 を 対 象 と し た ． ブ ラ キ

シ ズ ム は ， p h a s i c ,  t o n i c ,  m i x e d に 分 類 さ

れ て い る 1 9 ) ．今 回 使 用 し た B F 装 置 は 固 定

メ モ リ ー が 5 1 2  k B と 限 ら れ て い る た め ，

サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 1 6 H z に 設 定 し た ，

上 記 の サ ン プ リ ン グ レ ー ト は ， t o n i c 波 形

を 記 録 す る う え で は 問 題 な く ， p h a s i c 波

形 に 対 し て は 必 要 最 低 限 と さ れ て い る 4 9 ) ．

今 回 使 用 し た B F 装 置 は 1 0 0 0 H z の サ ン プ
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リ ン グ レ ー ト で 記 録 し た E M G 波 形 と の 比

較 に お い て ， p h a s i c  8 0 . 0 % ,  t o n i c  9 4 . 1 % ，

m i x e d  8 3 . 3 % の 検 出 能 で あ る こ と が ， 先 行

研 究 5 0 ） で 確 認 さ れ て い る ． B F 訓 練 に お

い て は 非 機 能 運 動 に 対 し て 確 実 に 聴 覚 バ

イ オ フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う こ と を 目 的 と

し て い る こ と か ら ， 特 異 度 の 高 い 閾 値 設 定

と し た ． そ の 結 果 ， 筋 活 動 量 が 1 0 ％ M V C

よ り 低 く ， 持 続 時 間 が １ 秒 よ り 短 い 閾 値 が

必 要 と な る 被 験 者 は い な か っ た ． 本 装 置 に

お い て は ， １ 秒 以 上 の 持 続 時 間 を 持 つ イ ベ

ン ト を 認 識 す る に は 十 分 な サ ン プ リ ン グ

レ ー ト を 有 す る こ と か ら ， 今 回 記 録 し た

E M G 波 形 を 解 析 に 使 用 す る こ と は 妥 当 で

あ っ た と 考 え ら れ る ． 一 方 ， P S G を 用 い た

測 定 で は よ り サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 高 く

設 定 し て 解 析 を 行 っ て い る こ と か ら ， 測 定

シ ス テ ム の 改 良 を 含 め て 今 後 の 検 討 課 題

と し た い ．  
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４ ． 結 果 に つ い て  

１ ） E M G 解 析 結 果 に つ い て  

S a t o ら 1 8 ) は ， 日 中 の B F 訓 練 が ， 夜 間

の ブ ラ キ シ ズ ム 抑 制 に 有 効 で あ る こ と を

報 告 し て い る ． 今 回 行 っ た 実 験 に お い て も ，

B F 群 で は ベ ー ス ラ イ ン デ ー タ に 比 較 し て

S B イ ベ ン ト 数 が 減 少 し て い る こ と か ら ，

B F 訓 練 に よ っ て 同 様 の 結 果 が 認 め ら れ た ．

ま た ， B F 訓 練 の 1 週 間 後 に お い て も S B

イ ベ ン ト 数 減 少 傾 向 が 持 続 し て い た こ と

か ら ， B F 訓 練 に よ る 学 習 効 果 が 認 め ら れ

た ． こ の よ う な 学 習 効 果 に は ， 中 枢 系 を 介

し た フ ィ ー ド バ ッ ク ル ー プ が 存 在 す る 可

能 性 が 考 え ら れ る 5 1 ) ．   

飯 塚 ら 5 2 ) は ， A B イ ベ ン ト 数 と S B イ ベ

ン ト 数 に お い て 相 関 が 認 め ら れ る と 報 告

し て い る ． 日 中 の  B F 訓 練 に よ っ て A B イ

ベ ン ト 数 の 減 少 の み な ら ず S B イ ベ ン ト 数

の 減 少 を 招 く 行 動 変 容 が な さ れ た と 考 え

ら れ る が ， 抑 制 系 の 詳 細 は 不 明 で あ り ， 今
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回 の 実 験 結 果 か ら も 特 定 す る こ と は で き

な い ．  

C O 群 で は ， 実 験 期 間 を 通 し て イ ベ ン ト

数 が 変 化 せ ず ， 昼 夜 と も 減 少 傾 向 を 認 め な

か っ た ． こ の こ と か ら ， B F 装 置 の 装 着 自

体 が イ ベ ン ト 数 の 減 少 を 招 い た こ と ， す な

わ ち プ ラ セ ボ 効 果 の 影 響 は 否 定 で き る と

考 え る ．  

今 回 ， 対 象 と し た S B イ ベ ン ト は t o n i c

で あ る ． S B は p h a s i c を 主 体 と す る

R h y t h m i c  m a s t i c a t o r y  m u s c l e  a c t i v i t y  

( 以 下  R M M A ) が 多 い と さ れ て い る ． R M M A

の 構 成 は １ 時 間 当 た り p h a s i c が 2 . 8 5 ±

0 . 3 1 回 ， t o n i c が 0 . 1 2 ± 0 . 0 4 回 ， m i x e d が

1 . 5 0 ± 0 . 1 8 回 と い う 報 告 3 7 ） が あ る こ と か

ら ， 今 後 p h a s i c を 対 象 と し た 分 析 も 必 要

と 考 え る ．  

B F 訓 練 は 認 知 行 動 療 法 の 一 手 段 で あ り ，

行 動 変 容 を 促 し ， 学 習 さ せ る こ と が 目 的 で

あ る 5 3 ）． そ の 点 か ら は ， 今 回 の 結 果 は B F
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訓 練 の 目 的 を 達 成 し て い る と い え る ． 現 在 ，

B F 訓 練 効 果 の 長 期 予 後 に つ い て １ か 月 後

で の 学 習 効 果 の 持 続 が 確 認 で き て い る 4 7 ）．

し か し ， 被 験 者 数 も 十 分 で は な く ， 訓 練 効

果 の 持 続 期 間 に つ い て １ か 月 以 上 の 長 期

予 後 も 含 め た さ ら な る 検 討 が 必 要 で あ る ． 

２ ） 脳 波 解 析 結 果 に つ い て  

脳 波 波 形 解 析 に は ， 高 速 フ ー リ エ 変 換 を

行 い ， 周 波 数 解 析 と し て パ ワ ー ス ペ ク ト ル

解 析 を 行 っ た ． こ の 解 析 方 法 は S B と 脳 波

に 関 す る い く つ か の 報 告 3 5 - 3 7 ） が あ り ， 睡

眠 中 の 脳 波 を 周 波 数 成 分 ご と に 分 析 が 可

能 で あ る と さ れ て い る ． α 波 を 睡 眠 の 不 安

定 性 や 浅 い 睡 眠 の 指 標 と す る 報 告 3 6 ） が あ

る こ と に 加 え ， 睡 眠 段 階 分 類 の 国 際 基 準

5 4 ) で は 睡 眠 段 階 の 覚 醒 期 で α 波 が 多 く み

ら れ ， 睡 眠 段 階 が 深 く な る に つ れ て α 波 は

減 少 し て い く と 報 告 さ れ て い る ． こ の こ と

か ら 本 実 験 結 果 で の B F 訓 練 後 の α 波 の 減

少 は 睡 眠 の 質 の 向 上 が 示 唆 さ れ る と 考 え
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ら れ る ． ま た ， δ 波 は 睡 眠 段 階 の ス テ ー ジ

Ⅲ か ら 増 加 し ス テ ー ジ Ⅳ で は １ エ ポ ッ ク

当 た り 5 0 ％ 以 上 の 含 有 率 で あ る と さ れ て

い る 5 4 ) ． こ の こ と か ら ， 本 実 験 で 示 さ れ

た 睡 眠 ５ 時 間 分 の δ 波 の 増 加 傾 向 は B F 訓

練 に よ り 睡 眠 が 深 く な っ た こ と を 意 味 す

る も の と 考 え ら れ る ． 今 回 ， 睡 眠 ス テ ー ジ

分 類 の 解 析 を 行 っ て い な い も の の ， ス テ ー

ジ の 深 い 睡 眠 時 間 が 増 加 し て い る 可 能 性

は 十 分 に 考 え ら れ る ． 一 方 ，  C O 群 で は ，

α 波 お よ び δ 波 に 一 定 の 傾 向 は 認 め ら れ

な か っ た こ と か ら ， B F 装 置 の 装 着 自 体 が

脳 波 に 影 響 を 与 え た の で は な い こ と が 確

認 で き た ．   

３ ） P S Q I に つ い て  

P S Q I は 睡 眠 に 関 す る 質 問 票 で あ り ， 主

観 的 に 睡 眠 の 質 が 悪 い と 感 じ る ほ ど 高 得

点 と な る ． P S Q I の 日 本 版 5 5 ) で は ， カ ッ ト

オ フ 値 は 5 . 5 で あ り ， こ れ を 超 え る 場 合 は

睡 眠 障 害 が あ る と さ れ る ． P S Q I は 過 去 １
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か 月 間 の 睡 眠 状 態 に 対 し 1 8 項 目 の 質 問 か

ら な る 自 己 記 入 式 の 質 問 票 で あ り ， 睡 眠 の

質 ， 睡 眠 時 間 な ど ７ つ の 要 素 か ら な っ て い

る 5 6 ) ． 睡 眠 の 質 を 調 べ る 方 法 と し て は ，

脳 波 等 の 生 理 学 的 パ ラ メ ー タ ー を 用 い る

以 外 に ， 主 観 的 評 価 法 と し て 自 己 記 入 式 質

問 紙 法 を 用 い ら れ る こ と が 多 い ． な か で も

P S Q I は 最 も 使 用 さ れ る 質 問 票 で あ る 5 7 ) ．

B F 群 に お い て 実 験 開 始 前 に 比 べ 実 験 後 で

は カ ッ ト オ フ 値 を 超 え た 被 験 者 数 と ス コ

ア の 減 少 が 確 認 で き た こ と か ら ， 客 観 的 に

も 睡 眠 の 質 が 向 上 し て い る こ と が 示 唆 さ

れ た ． 実 験 開 始 時 で の B F 群 は C O 群 に 比

べ ， P S Q I が 若 干 高 い ス コ ア を 示 し て い た

( F i g 1 5 ,  1 6  ) ． 統 計 学 的 有 意 差 は 認 め ら れ

な い も の の ， ブ ラ キ シ ズ ム と 関 連 の 深 い 顎

関 節 症 患 者 の 睡 眠 の 質 の 低 下 な ど も 報 告

さ れ て い る 5 8 ） こ と か ら ， 単 に ラ ン ダ ム な

群 分 け を す る の で は な く ， P S Q I の 結 果 を

考 慮 し た 群 分 け が 必 要 で あ っ た か も し れ
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な い ． な お ， B F 群 の な か で ス コ ア の 増 加

傾 向 を 示 し た 被 験 者 が 認 め ら れ た が ， そ の

原 因 は 今 回 の 結 果 か ら は 明 ら か に で き な

か っ た ．  

４ ） M A S に つ い て  

 M A S は 精 神 的 ，身 体 的 な 徴 候 と し て 表 出

さ れ る 顕 在 性 不 安 の 測 定 尺 度 と し て 用 い

ら れ ，結 果 の 信 頼 性 を 吟 味 す る L 尺 度 が 含

ま れ る ． 今 回 の 結 果 に お い て L 尺 度 ， 無 回

答 に よ り 記 入 に 対 す る 妥 当 性 な し と 判 断

さ れ た 被 験 者 は い な か っ た ． 実 験 開 始 前 と

実 験 開 始 後 で 値 に わ ず か な 減 少 が 確 認 さ

れ た も の の ， い ず れ の 被 験 者 に お い て も 値

が 大 き く 変 化 し た 被 験 者 は い な か っ た こ

と か ら ， 本 実 験 が 被 験 者 の 不 安 傾 向 に は 影

響 し て い な い と 考 え ら れ る ．   

 

日 中 の B F 訓 練 に よ る ブ ラ キ シ ズ ム イ ベ

ン ト の 減 少 に よ り ， 顎 口 腔 系 に 対 す る 弊 害

の 軽 減 ， 顎 関 節 症 の 予 防 お よ び 改 善 の み な
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ら ず 睡 眠 の 質 が 改 善 す る 可 能 性 が 確 認 で

き た こ と か ら ，  B F 訓 練 の 臨 床 応 用 へ の 期

待 が 高 ま っ た と 考 え る ．   
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結 論  

日 中 の B F 訓 練 が 夜 間 睡 眠 時 の 脳 波 に 及

ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 目 的 で 研 究 を 行

い 以 下 の 結 論 を 得 た ．  

１ ． B F 群 に お い て １ 週 目 に 比 較 し て ， ２

週 目 ， ３ 週 目 に お い て α 波 の 有 意 な 減 少

を 認 め た ． ま た ， 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認

め ら れ な か っ た が ， １ 週 目 に 比 較 し ， ２

週 目 で は δ 波 の 増 加 傾 向 が 認 め ら れ た ．  

２ ．B F 群 に お い て S B イ ベ ン ト 数 の 減 少 傾

向 が 認 め ら れ た ．  

３ ． B F 群 で P S Q I に よ り 睡 眠 障 害 と 判 断

さ れ た の は B F 訓 練 前 に は ３ 名 で あ っ た

が ， B F 訓 練 後 に は １ 名 と 減 少 し た ．  

４ ． M A S で は ， B F 訓 練 前 後 で 特 徴 的 な 変

化 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

以 上 の こ と か ら 日 中 の B F 訓 練 は ブ ラ キ シ

ズ ム 抑 制 の み な ら ず ， 睡 眠 の 質 の 改 善 に も

有 効 な 治 療 法 と な る 可 能 性 が 示 さ れ た ．  
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Figure Legends 
 

Fig 1: Experimental procedure including subject recruiting, group dividing, recording 
protocol. 

 
Fig 2: Example of Polysomnographic recording 
 
Fig 3: Electrode positions for EEG recording 
 
Fig 4: Portable EMG recording device and electrode-unit 
 
Fig 5: Portable EMG device setting 

a: The device being covered over by his hair  
b: Position of the device and electrode-unit 

 
Fig 6: EMG surface electrode-unit with double sided adhesive tapes 
 
Fig 7: EMG calibration for brief maximum voluntary contraction as 100% MVC 
 
Fig 8: Bruxism-detecting  procedure 

a: All data were recognized as a functional event under the 20%MVC -1s 
threshold.   

b: A parafunctional event was detected under the 20%MVC -1s threshold. 
 
Fig 9: Changes in number of SB EMG burst event of BF group over 3 weeks. 
 
Fig 10: Changes in number of SB EMG burst event of CO group over 3 weeks. 
 
Fig 11: Changes in delta component of EEG power spectra of BF group over 3 weeks. 
 
Fig 12: Changes in delta component of EEG power spectra of CO group over 3 weeks. 
 
Fig 13: Changes in alpha component of EEG power spectra of BF group over 3 weeks. 
 
Fig 14: Changes in alpha component of EEG power spectra of CO group over 3 weeks. 
 



Fig 15: PSQI scores before and after EMG-BF in BF group 
 
Fig 16: PSQI scores before and after EMG-BF in CO group 
 
Fig 17: MAS scores before and after EMG-BF in BF group 
 
Fig 18: MAS scores before and after EMG-BF in CO group 



Questionnaire（n = 145） 

The diagnosis of SB was verified by polysomnogram (PSG)  
sleep recordings for one night.(n = 21) 

Intra / Extra-oral Examination（n = 55） 

Day time Night time 

EMG-BF training 

EMG-BF training 

EMG recording 

PSG recording 

PSG recording 

PSG recording 

EMG recording PSG recording Week1 Day1 

Week2 Day2 

Day3 

Week3 Day4 

PSG recording 

Day time Night time 

EMG recording 

EMG recording 

EMG recording 

PSG recording 

PSG recording 

EMG recording PSG recording 

EMG-BF group（n = 4） CO group（n = 4） 

Fig 1 

Questionnaire of PSQI and MAS (n = 8) 

Questionnaire of PSQI and MAS (n = 8) 



Fig 2 



Fig 3 



Fig 4 

EMG-BF unit 

  electrode unit 

 ground electrode (on ear lobe) 

Weight EMG – BF unit  :  15 g (including battery) 
              electrode unit  :    6 g 
              total                   :  21 g   
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